
学校訪問だより【１６】 大町市立美麻小中学校 

魅力ある学校づくりに向けて 

令和７年１２月１８日 

中信教育事務所 

文責：鳥居正人 

 

１１月４日（火）に、大町市立美麻小中学校の共育展望会議を参観させていただきました。これは、魅力あ

る学校づくりに向けて、学校職員が２学期の授業を振り返りながら３学期や次年度につなげていくための会議

でした。さらに、職員の話し合いの様子を学校運営協議会の方々が見守り、必要に応じて話し合いに参加して

いました。その様子を紹介させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共育展望会議の様子 

「学びづくり」「体づくり」「集団づくり」の３つの重点について、各自が自分の授業や特別活動、行事などを振り

返りながら、子どもたちの成長や伸び、今後に向けた期待などについて意見交換をしました。さらに、職員自身も自

分の授業づくりや子どもたちとの関わり、子どもたちへの声がけなどについて意見交換をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

共育展望会議から美麻小中学校の職員、学校運営協議会の方々が、美麻の子どもたち一人ひとりの成長と幸
せを願って意見交換をしていることが強く伝わってきました。子どもたち一人ひとりの具体の姿を通して、成
長している部分と課題とする部分を語っている職員の皆さんの目は輝いていました。さらに、皆さんが小学校
１年生から９年生（中３）までの９年間の成長を見通した上で、系統的な活動を考えている様子も伝わってき
ました。学校教育について、学校職員と学校運営協議会の方々が一緒になって考え、意見交換することは、お
互いの願いや考えを共有するとともに、現状を把握し、その上でより良い子どもたちの成長に向けて具体的な
活動を考えていける良い機会だと思います。皆さんが同じ方向を向いて願いや思いを共有することで、美麻地
域の願いが反映された豊かな共育活動となると思います。 
そして、学校職員と学校運営協議会の方々が、９年間の見通しをもって子どもたちに関わることで、今身に

つけたい力とこれから身につけてほしい力が明確になるとともに、身につけていくために、何を、いつ、どう
したらよいかが具体的な活動になっていくことと思います。さらに、子どもたち一人ひとりの将来を見据えた
上で子どもたちへの願いをもち、皆さんの温かな支えは、必ずや子どもたちの心に響き、 
子どもたちの心を豊かにし、自信をつけながらのびのびと成長していくことと思います。 
 

【重点１：学習づくり】 ■話題の中心は「対話」と「単元の核心」 
・対話が発表会になっているので、自然発生的な対話を目指したい。 
・教科の学びの中で対話ができているのか。 
・対話が目的化しているので、必要に応じてやればいいのでは。 
・単元の核心は何か、核心から離れてしまったり見失ってしまったりするこ
とがあるから核心へつながる声がけをしていく。 

・必然があれば動き出すし、あえてズレを生んで核心に迫っていける授業づ
くりをする。 

・学年に応じた対話の指導をしたり土台づくりをしたりする。 
・対話しないとできない「問い」、対話したくなる環境づくりを大切にする。 

【重点２：体づくり】 ■話題の中心は「心と体のつながり」 
・生徒中心のポカンリレーは、８年生（中２）、９年生（中３）がリーダーシ
ップをとって指示をするのが良い。異年齢でできる雰囲気、環境づくり。 

・ビジョントレーニングをする。インクルーシブ的な運動を提示し、考えさ
せる。誰でも楽しめる、自分の能力に合わせて取り組める。 

・異学年で活動すると体育の助言につながっている。 
・美麻の体力や運動の弱い部分を考えさせるのはどうか。 
・上級生の姿に憧れをもっている下級生、向上心へつながる。 
・握力や持久力などを向上させる活動を考えていく必要がある。 
・外で遊ぶことを通して、心と体を鍛え、成長につなげたい。 
 
【重点３：集団づくり】 ■話題の中心は「リーダーとフォロワー」 
・リーダーとフォロワーの関係を前面に。良きフォロワーが良きリーダーを
育てる。各学年に応じてリーダー性、責任感を育てていく。 

・リーダーの願いとフォロワーの動き、この振り返りを充実させる。信頼で
きる関係になる。 

・発達段階に応じた関わり、個→他者→集団へ、目を向けさせる声がけや手
立てが必要。ともに作り上げていく学級、異学年。 

・目的意識と課題設定をもってリーダーを育てていく。 
・リーダーを成長させるため、子ども企画の行事を実施できるための場と時
間を保障する。各学年のリーダー、縦割りでのリーダーを育成する。 

 


